
さ
る
2
月
刊
日
、
第
包
囲

「
人
権
と
民
主
主
義
を
考
え

る
丹
有
研
究
集
会
」
は
丹
波

市
春
日
町
の
「
ハ
l
ト
フ
ル

か
す
が
」
で
開
催
さ
れ
、
前

第502号
（毎月 1§I 1日発行）

（昭和51年7月108第三種郵便物認可）

日（土）1 4月

固
ま
で
の
大
雪
に
よ
る
積
雪

で
交
通
困
難
の
中
、
午
前
と

午
後
延
べ
1
1
0人
を
超
え

る
人
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

。
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梶本修史さんの講演を聞く参加者

午
前
の
全
体
会
は
、
原
田

健
一
さ
ん
（
丹
有
高
教
組
支

部
長
）
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、

細
見
昭
文
実
行
委
員
長

（丹

波
年
金
者
組
合
副
委
員
長
）

が
H

憲
法
施
行
叩
年
、
「
壊

憲
」
の
企
み
を
共
闘
の
力
で

打
ち
砕
こ
う
！
μ

と
訴
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
一
昨
年
来

の
安
倍
自
公
政
権
の
立
憲
主

義
と
民
主
主
義
破
壊
の
暴
走

を
批
判
。
そ
れ
に
抗
す
る
野

党
と
市
民
の
共
闘
で
参
院
選

と
新
潟
知
事
選
の
勝
利
の
結

果
な
ど
を
紹
介
し
、
全
国
的

昨
年
ロ
月
国
会
で
、

自
民、

公
明
、
民
主
党
な
ど
が
強
行

採
決
し
た
、
時
代
逆
行
の

「部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
（
以
下、「
差

別
解
消
法
」
）
の
「
廃
止
を
求

め
る
兵
庫
県
連
絡
会
」
（8

団
体
で
構
成
J
以
下
「
会
」）

は
、
さ
る
3
月
9
日
、
県
知

事
、
同
教
育
長
に
対
し
て
、

同
法
の
「
廃
止
を
国
に
求
め

な
共
闘
の
発
展
の
現
状
を
報

告
。
そ
し
て
、

「
1
%
の
大

企
業
や
富
裕
層
の
利
益
拡
大

の
政
治
で
な
く
、

ω
%の
国

民
の
た
め
の
政
治
を
実
現
す

る
た
め
に
、
地
域
か
ら
大
き

な
運
動
を
起
こ
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、

7
月
予

定
の
兵
庫
県
知
事
選
挙
の
予

定
候
補
で
あ
る
津
川
知
久
さ

ん
（
憲
法
県
政
の
会
代
表
幹

事
）
が
、
「
平
和
」
「
県
民
の

生
活
擁
護
」
「
原
発
ゼ
ロ
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
」

を
争
点
と
し
て
た
た
か
う
と

決
意
表
明
し
ま
し
た
。

集
会
の
基
調
報
告
を
西
本

嘉
宏
さ
ん
（
丹
有
地
域
人
権

連
会
長
）
が
行
な
い
、
安
倍

参加者に感謝をの
べる細見昭文さん
（実行委員長）

る
要
請
書
」（
2
面
紹
介
）
を

提
出
し
懇
談
し
ま
し
た
。

「会
」
を
代
表
し
て
、
兵

庫
労
連
の
成
山
太
志
議
長
が

「
こ
の
法
律
を
利
用
し
て
、

ま
た
ぞ
ろ
解
同
（
部
落
解
放

同
盟
）
の
『
確
認
・
糾
弾
』

が
復
活
す
る
の
で
は
な
い
か

と
危
慎
さ
れ
て
い
る
。
兵
庫

県
は
1
9
7
4年
の
八
鹿
高

校
暴
力
事
件
に
加
担
し
た
反

首
相
が
「
施
政
方
針
演
説
」

で
行
な
っ
た

「改
憲
」
発
言

は
憲
法
的
条
違
反
で
あ
る
と

指
摘
す
る
と
と
も
に
、
明
文

改
憲
を
阻
止
す
る
闘
い
の
道

筋
を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
ロ
月
に
強
行
成
立
し
た

新
法
「
部
落
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
つ

い
て
、
「
部
落
差
別
」
を
永
一
久

に
残
し
、
固
定
化
す
る
も
の

で
、
廃
止
に
向
げ
た
運
動
の

強
他
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

文
化
行
事
と
し
て
、
平
山

和
志
さ
ん
が
、
腹
話
術
μ

大

ち
ゃ
ん
の
世
相
を
語
る
H

を

行
い
、
会
場
は
爆
笑
の
禍
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

壊
水
協
梶
本
氏
が
記
念
講
演

日
本
の
進
路
に
影
響
与
え
る

今
夏
の
県
知
事
選

梶
本
修
史
さ
ん
（
原
水
爆

禁
止
兵
庫
県
協
議
会
事
務
局

長
）
が
「
平
和
・
人
権
の
息

づ
く
兵
庫
県
を
つ
く
る
た
め

に
」
と
題
し
記
念
講
漬
を
行

い
ま
し
た
。

津川知久さんが
来賓挨拶

省
を
踏
ま
え
、
法
律
廃
止
を

国
に
要
請
さ
れ
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
要
請
書
の
趣
旨

を
兵
庫
人
権
連
の
前
田
事
務

局
長
が
説
明
し
ま
し
た
。
こ

の
中
で
「
部
落
問
題
は
社
会

問
題
と
し
て
解
決
し
て
い
る。

残
る
問
題
は
、
国
民
間
で
解

決
可
能
な
問
題
だ
」
、
ま
た
、

1
月
8
日
に
聞
か
れ
た
解
同

梶
本
さ
ん
は
、
「
安
倍
政
権

の
国
民
を
裏
切
る
姿
」
を
の

べ
た
上
、「
兵
庫
県
は
、日
本

で
も
有
数
の
『
戦
争
サ
ポ
ー

ト
』
県
」
で
あ
る
と
指
摘
。

そ
の
実
態
と
し
て
「
第
8
高

基調報告する
西本嘉宏さん

腹話術の大ちゃん
と平山和志さん

県
連
の
旗
開
き
に
知
事
が
出

席
し
、「
も
う
ひ
と
つ
の
大

き
な
柱
で
あ
る
人
権
擁
護
と

人
権
問
題
の
解
決
の
た
め
の

対
策
法
の
枠
組
み
を
」
と
激

励
挨
拶
し
た
こ
と
を
批
判
し

ま
し
た
。

こ
の
懇
談
で
、
県
は
法
律

制
定
を
受
け
て
、
回
万
円
予

算
を
か
け
叩
万
部
の
リ
l
フ

を
作
成
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

県
教
委
に
対
し
て
は
、
平

成
叩
年
策
定
の
「
人
権
教
育

基
本
方
針
」
は
問
題
が
あ
り

廃
止
を
求
め
ま
し
た
。

出
席
者
の
高
校
・
小
学
校

射
特
税
（
ミ
サ
イ
ル
を
撃
つ

部
隊
（
小
野
市
・
青
野
ケ

D
P
Z～ん

原）、
大
砲
（
1
5
5ミ
福
弾

砲
）
を
撃
つ
特
料
隊
（
姫
路
）
、

歩
兵
と
情
報
隊
の
部
隊
（
普

通
斜
連
隊
）

・
（
伊
丹
）。
そ
し

て、

〔空
］域
で
は
但
馬
地
方

に
米
軍
戦
闘
機
の
低
空
攻
撃

空
域
の
「
ブ
ラ
ウ
ン
ル
l
ト」

が
あ
る
。
こ
の
「
ブ
ラ
ウ
ン
ル

ー
ト
」
は
、
例
年
以
来、

最
初

の
叩
年
間
で
3
0
0回
以
上

目
撃
さ
れ
、
し
か
も
こ
の
「
ル

ー
ト
」
は
豊
岡
病
院
を
基
点

に
し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
航

行
範
囲
と
重
な
っ
て
お
り
、

い
つ
飛
ん
で
く
る
か
わ
か
ら

な
い
米
軍
機
と
、
出
動
件
数

年
間
1
7
0
0回
以
上
の
ド

ク
タ
ー
へ
リ
と
の
衝
突
す
る

危
険
性
に
つ
い
て
告
発
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
危

険
性
を
除
去
す
る
た
め
に

「
夏
の
知
事
選
挙
で
兵
庫
県

を
平
和
の
発
信
基
地
に
」
さ

せ
よ
う
と
講
演
を
締
め
く
く

の
現
場
か
ら
、
「
差
別
解
消

法
」
に
よ
る
部
落
問
題
の
突

出
し
た
教
育
で
な
く、

人
権

問
題
に
つ
い
て
は
、
学
校
現

場
の
意
向
を
尊
重
す
る
よ
う

強
く
求
め
ま
し
た
。

県
側
は
県
人
権
推
進
課
の

福
本
潤
副
課
長
、
県
教
委
人

権
教
育
課
の
樋
口
正
和
課
長

ら
4
氏
が
出
席
。
「連
絡
会」

か
ら
は
、
前
出
以
外
に
兵
庫

労
連
の
北
川
伸
一
副
議
長
、

高
教
組
の
綿
中
義
人
書
記
長
、

兵
庫
教
組
の
桑
原
敦
史
副
委

員
長
、
兵
庫
人
権
問
題
研
究

所
の
村
上
保
事
務
局
長
の
6

人
が
参
加
し
、
日
本
共
産
党

内閣支持率が急落
「NHK問題を考える会（兵庫）」

から「日経新聞電子版の読者を対

象にした世論調査」が送ら机てき

ました。それによると「内閣支持

率63.7%→36.1%と急落している」。

「大阪府豊中市の固有地が、学校

法人『森友学園』に対して評価額

より大幅に低い価格で売却された

問題に関して、今回調査（ 3月4
～7日）にこ協力いただいた電子

版の読者の70.8%は『関係者を国

会に参考人招致』して真相解明を

すべきだと答えました」とも。

り
ま
し
た
。

。

午
後
の
分
斜
会
で
は
、
全

国
的
な
取
り
組
み
と
丹
有
地

域
で
の
課
題
で
熱
心
に
討
議

第
一
分
料
会
「
地
域
運
聖

で
は
、
前
田
武
さ
ん
（
兵
庫

人
権
連
事
務
局
長
）
が

「時

代
逆
行
の

『部
落
差
別
解
消

推
進
法
』
を
批
判
す
る
」
、

石
田
字
則
さ
ん
（
篠
山
9
条

の
会
）
が

「原
発

（
放
射
能
）

か
ら
生
存
権
・
人
格
権
を
守

る
1
全
市
民
的
学
習
へ
の
取

り
組
み
と
展
望」

と
題
し
て

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

の
圧
本
え
っ
こ
県
会
議
員
も

部
落
差
別
解
消
に
逆
行
す
る

第
二
八品

会

「教
育
運
動
亡

で
は
、
稲
次
寛
さ
ん
（
県
立

北
条
高
校
教
諭
）
が
「
主
権

者
に
な
る
た
め
に
i
弁
護
士

出
前
授
業
と
模
擬
投
票
1
」、

中
川
龍
美
さ
ん
（
丹
有
教
組
）

が

「学
習
指
導
要
領
改
訂
の

ね
ら
い
と
問
題
点
」
と
題
し

て
報
告
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
講
演

に
し
て
も
分
斜
会
に
し
て
も

ど
れ
も
今
、
大
事
な
こ
と
が

取
り
上
げ
あ
げ
ら
れ
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
な
ど
と
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
差
別
解
消
法
」
の
廃
止
を

強
く
要
請
し
ま
し
た
。

9
hし
v
h
大
阪
府
豊
中
市

懇

の
固
有
地
を
、

－
a

飢

極
右
・
富
主

怠

要

義
的
教
育
で
知

」

v

，Fら
れ
る
「
森
友

学
園
」
が
建
設
す
る
「
安
倍

晋
三
記
念
小
学
校
（
瑞
穂
の

闇
記
念
小
型
院
）
」
の
用
地

と
し
て
、
国
が
格
安
で
売
却

し
た
事
件
に
怒
り
が
沸
騰
し

て
い
る
V
こ
の
、
国
有
地
払

下
げ
問
題
に
関
連
し
て
、

3

月
1
日
、
自
民
党
の
鴻
油
祥

筆
参
議
院
議
員
が
緊
急
記
者

会
見
を
お
こ
な
っ
た
。
「寵

池
さ
ん
と
奥
さ
ん
と
で
、

．
・
・
・
財
務
省
か
大
蔵
省
か
な

ん
か
よ
う
わ
か
ら
ん
け
ど
、

お
願
い
の
義
が
あ
る
よ
う
な

風
な
こ
と
を
聞
い
た
。
同
時

に
紙
に
入
っ
た
も
の
を

『
こ

れ
で
お
願
い
し
ま
す
！
』
と

い
う
、
オ
パ
ハ
ン
の
ほ
う
が
。

一
瞬
で
金
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
よ
。」「
そ
れ
が
金
で
あ
っ

た
か
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
で
あ
っ

た
か
、
天
プ
ラ
か
、
カ
マ
ボ

コ
か
、
う
い
ろ
か
知
ら
ん
。」

「
現
実
と
し
て
私
が
手
に
持
っ

て
投
げ
返
し
た
ん
だ
か
ら
」

と
述
べ
た
V
「
コ
ン
ニ
ャ
ク

は
1
0
0
万
円
、
カ
マ
ボ
コ

は
5
百
万
円
、
レ
ン
ガ
は
1

千
万
円
か
」
と
話
題
が
絶
え

な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
隠
語
を
使
っ
て
い

る
の
か
と
始
め
て
知
っ
た
。

払
下
げ
問
題
や
、
子
ど
も
た

ち
に
教
育
勅
語
や
安
倍
激
励

コ
ー
ル
を
さ
せ
る
異
常
な
森

友
学
園
に
、
国
民
の
財
産
を

安
売
り
す
る
安
倍
政
権
の
暴

挙
は
許
さ
れ
な
い
。
徹
底
し

た
真
相
究
明
を
求
め
る
。

兵庫県当局（左側）と懇談する「会」代表


